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重要課題  2Materiality

安心・安全・快適な住空間の実現

基本的な考え方
「人が生き、そして暮らす」という住宅の本質。お客様にとって住宅はいつま
でも美しく丈夫で長持ちし、安全で快適なものであることが重要です。ウッ
ドワンは木材を扱うプロとして、常に木材の「安心・安全・快適」な住宅部材
としての本質を追求していきます。

 品質保証体制
世界レベルの品質を確保し、良質な木材製品を安定

的に提供していくための品質システムに与えられる
「ISO9002」に続いて、品質保証体制が国際規格に整合
し、高品質の製品を生産している証である「ISO9001」
を全生産工場で取得しています。

 より長く、より快適にご使用いただくための長期保証
「キッチンの心地よさは、暮らしの心地よさ」をポリ

シーとする当社では、製品を長く安心してお使いいただ
けるよう、最長5年の「もっとあんしんキッチン延長保証
サービス」を提供しています。

 製品事故発生時の対応
当社では、製品事故が発生した場合に備えて、速やか

に品質管理部署に情報を集約し、関連部署と緊密な連携
を図る体制を整備しています。行政機関に対しては、「消
費生活用製品安全法に基づく製品事故情報報告・公表制
度」に従い10日以内に報告を行っています。また、品質
管理部署と工場等の関連部署が連携し、事故原因の究明
と、再発防止に向けた商品開発を行っています。

大切に育てた木を、お客様のライフスタイルや社会のニーズを満たしながら、安心して使える高品質で環境負荷低減
に貢献する環境配慮型製品としてお届けします。

安全で快適な製品づくり

法規制違反件数・重大製品事故発生件数
（単位：件）

2021年度 2022年度

法規制違反件数 0 0

重大製品事故発生件数 0 0

認証済みISOロゴ
※一部間接部門を除く全事業所で取得
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「植物原料を活用した木質材料用接着剤の開発と
その実用化に向けた実証事業」

 背景
当社がニュージーランドで植林しているニュージーパインRを最大限に活用し、さらに、化石由来の接着剤の使用

量を削減するために、ニュージーパインRの樹皮を利用した環境に配慮した接着剤の開発に長年取り組んできました。
従来、植物を原料とした接着剤の開発では、植物成分から成分を抽出して濃縮、乾燥する工程が必要となり、製造エネ
ルギーが大きくなりCO₂排出量も大きくなることが課題でした。そのため、当社では成分の抽出を行わずに樹皮全て
を活用し、低エネルギーで製造できる接着剤をコンセプトに、2017年に構造材に使用できる接着性能を有する接着
剤を開発し合板の試作に成功しました。

この技術を実用化するために、2022年に環境省の補助事業に応募して２年間の事業として採択され、現在、量産
技術の開発を進めています。この補助事業では、化石由来資源の再生可能資源へ代替、またはリサイクルの難しい使
用済みの化石由来資源の新たなリサイクルプロセス構築を行うことにより、プラスチック等の資源循環システムを構
築し、併せてエネルギー起源CO₂排出を抑制することを目的としています。

 補助事業の名称
令和４年度「二酸化炭素排出抑制対策事業費等補

助金 脱炭素社会を支えるプラスチック等資源循環
システム構築実証事業」のうち、「化石由来プラス
チックを代替する省CO₂型バイオプラスチック等

（再生可能資源）への転換及び社会実装化実証事業」

 事業期間
2022年7月～ 2024年3月

Topics 環境省の補助事業に採択される

ニュージーパインR ニュージーパインR樹皮 樹皮接着剤 合板・単板積層材

②�リサイクル困難な未利
用資源活用、リサイク
ルプロセスのCO₂削減

①�廃棄物等バイオマス徹底
活用、製造エネルギー・
化石由来資源の削減①生分解性素材の活用

・ 再生可能資源増加
・ 化石由来資源削減

流出

出典：環境省HP脱炭素型循環経済システムの構築

再資
源化

消費

製造廃棄

連携
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 SI住宅に対応した長寿命製品の開発
当社は「生活価値創造住宅開発プロジェクト（ハウス

ジャパンプロジェクト※1）」に参画し、戸建て住宅のSI対
応技術に取り組みました。SI住宅※2を実現するために、
❶耐久性の高い構造部材の開発、❷強固な構造、❸リ
フォームしやすい内装部材の開発などで当社の技術が活
用されています。

 非住宅向けJWOOD工法、部材の開発背景
建築業界では、CO2の固定化や建物長寿命化など環

境配慮に関するさまざまな施策が行われ、公共事業や非
住宅の木造化が進んでいます。一方で、大地震に対する
耐震性や熟練工の高齢化などによる職人不足など、さま
ざまな課題も抱えています。このような課題を解決すべ
く、木造でありながら大空間を確保し、スケルトン・イ
ンフィルを実現することで用途変更も自在に行える中大
規模木造や耐震性の高い建物、画一化され現場施工性の
高い合理的な建築物が求められています。

当社は平成30年度の国土交通省による「住宅・建築物
技術高度化事業」に採択され、木材・木質部材を活用し
た高性能接合部の技術開発を行いました。

開発は、「従来であれば、鉄骨造で計画されている建
物を非住宅向けJWOOD工法で建てられること」を前提
に行いました。

 SI住宅を実現させるための技術　❶耐久性の高い構造部材の開発
木造住宅の構造部には、木材を薄く削った単板を

積層接着し、強度のばらつきや反りねじれといった木
材の欠点を改良した構造用単板積層材LVL（商品名：
JWOOD）を製品化しました。さらに、土台、大引、通
し柱等といった住宅の中で最も耐久性を要する部分に
は、LVLの優れた薬剤浸透性を活かして、木材の内部ま
で防腐防蟻処理した「JWOODEX」を開発・製品化しま
した。これらの技術によって、住宅性能表示制度※3にお
ける「劣化の軽減」住宅型式性能認定※4で最高等級の等級
3を取得し、住宅としては価値ある75 ～ 90年の耐用年
数を誇る耐久性を確保しています。

 SI住宅を実現させるための技術　❷強固な構造「JWOOD工法」
JWOODは、寸法安定精度が高く乾燥による縮みが

少ない材料です。また、JWOODと専用金物を採用し
た「JWOOD工法」は、従来の伝統的な在来軸組工法と
比べて接合部を強固にし、地震に強い長寿命化住宅が可
能になります。JWOOD工法は「構造の安定に関する

 SI住宅を実現させるための技術　❸廃棄物を削減できるリフォームしやすい内装部材の開発
SI住宅では可変自在なインフィル※6が不可欠ですが、

現状のリフォームでは内装部材の取り外しが難しく、リ
フォームしない部分の壁も傷つけるためにクロスの張
り替えが必要になるなど、リフォーム工事が大掛かりに
なっていました。これらの問題を解決するために、ウッ
ドワンは従来の施工方法の考え方を逆転させた後付け

 地域工務店の「長期優良住宅」認定取得をサポート
当社では、地域工務店による「長期優良住宅」建設を支援するため、構造（耐震）計算や省エネ計算等の設計サポート業

務を2009年より行い、長く住まえる家づくりに貢献しています。

こと」住宅型式性能認定※5の最高等級（耐震等級3）を取
得し、耐震性の高い構造躯体を実現しました。また、高
強度の梁材と金物接合は、梁下の柱材を減らし大きな内
部空間を作れることから、間取りの自由度を高めていま
す。

施工の考え方を追究し、リフォームやメンテナンスに容
易に対応できる部材を開発しました。これらの開発製品
を組み合わせることにより、リフォーム工事を容易にす
るだけでなく、現場での加工や養生の手間を最小限に抑
え、廃棄物の削減に努めています。

※1　 ハウスジャパンプロジェクト：旧通産省が1994 ～ 2000年度に実施した国家プロジェクトで、ゼネコン、ハウスメーカー、建材メーカー等34社が良質な住宅ストッ
ク形成のための技術開発を実施。

※2　  SI住宅:住宅の構造部分をS（スケルトン）、それ以外の非構造部分をI（インフィル）に区分した住宅。S（スケルトン）に耐久性の高い構造部材を使用して強固な構造と
し、I（インフィル）を自由に取り換え可能な内部空間とすることで、住まい手のライフスタイルの変化に合わせたリフォームが実現でき、住宅の長寿命化につながる。

※6　 インフィル：住戸の間仕切り・仕上げ材など内装や設備を指す用語。

※3　住宅性能表示制度:住まいの性能を10分野に分け、共通の基準（モノサシ）で第三者が等級や数字で表示する制度。2000年より運用を開始した。
※4　 「劣化の軽減」住宅型式性能認定：土台、柱の腐りにくさといった劣化を軽減する部材の組み合わせを認定したもの。

※5　「構造の安定に関すること」住宅型式性能認定：住宅構造の耐震性の程度を認定したもの。

S
（スケルトン）

長持ちする構造部分

I
（インフィル）

自由に可変できる内部空間

EX　　　 （筋交い）

間柱EX

EX　　　 （土台・大引・通し柱） EX　　　 （管柱）

EXシリーズで
「劣化の軽減･等級3」クリア

JWOODとJWOODEXの特徴
 木材の欠点である反りねじれを克服
  内部まで乾いているので施工後の乾燥収縮がなく、建物のがたつきを
最小限に抑える
 断面の奥深くまで防腐防蟻処理された高耐久材料
 人や環境への負荷の少ない低毒性薬剤を使用

ウッドワンは、樹木は木材に姿を変えても生き続けて、メンテナンス次第で永い「寿命」を保つことを知っています。
この自然素材の特性を活かし、長寿命化住宅を実現するための技術・部材開発を行うことで、省エネルギー、省資源な
ど環境配慮型製品としてお届けします。

当社は環境問題、災害、職人不足などの社会課題解決に貢献するため、事務所・店舗・学校・保育所などの公共性の
高い非住宅の木造化を推進しています。強度に優れたJWOOD LVLが、中大規模建築の可能性を拡大します。

長寿命製品の開発

非住宅木造化の推進

品質安定性の高い構造用単板
積層材「JWOOD」

社会的背景 求められる建築物

〇環境配慮への施策 〇中大規模木造の長寿命化

〇大地震による被害 〇耐震性の高い建物

〇職人不足 〇合理的な工法

 非住宅向けJWOOD工法
高性能なモーメント抵抗結合システムによるラーメ

ン構造を用いることで、壁・柱を少なくし、用途変更や
リノベーションに対応させたスケルトン・インフィルの
実現を可能としました。

 鉄骨造と同等の柱割りスケルトンを実現

 建築事例

B種LVL
施工例：ウッドワンプラザ金沢

JWOOD150幅&140E材
施工例： 広島県廿日市市　 

まちの駅ADOA大野
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